
チェック内容　　（各欄ごとにいずれか一つの□が■とならなければ「適合」となりません） 根拠資料

① ・鹿児島市景観計画を遵守した高さとする。
■事業箇所の市景観計画における建築物等の高さの限度（45ｍ～60ｍ）
　（計画している建築物の階数：　3階、計画している建築物の高さ：約28ｍ）
□その他（　　　　　　　　　　　）

提案書P3
中段

断面図

適

②
・ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄﾊﾟｰｸ内における小規模建築物等は、水際線のプロム
ナードに配慮し、周囲に圧迫感を与えない程度の高さ（東屋や樹木
の高さ ３～４ｍ程度）とする。

■ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄﾊﾟｰｸ内ではないため，当該配慮事項は対象外
□建築物等の対象物：（　　　　　　　　　　　　）　，　計画している工作物の高さ：　　　ｍ）

対象外

①
「のぞみの場１」
・眺望に配慮する範囲・方向の建築物等については、港の活動の
眺めを構成する既存の港湾施設と同程度の高さとする。

■のぞみの場１からの眺望に配慮する範囲・方向ではないため，当該配慮事項は対象外
□既存の港湾施設の高さ；　　　　　　ｍ，計画している工作物の高さ：　　　　　　　ｍ）

対象外

②

「のぞみの場２，３」
・視線を遮らないように壁面位置をセットバックさせるとともに、周辺
に圧迫感を与えないよう、建築物等の形態意匠を工夫する。
　また、開放的な構造を取り入れるなど、外部と内部空間の連続性
を演出する。

□のぞみの場２，３からの景観に配慮する範囲・方向ではないため，当該配慮事項は対象外
■壁面位置のセットバック（臨港道路本港区線からセットバックの距離：約18ｍ～35ｍ）
■形態意匠の工夫
（マイアミ通りからの桜島への眺望を確保する配置計画・形態意匠。セットバックした建物配置
　と朝日通り側に肩を下げた片勾配の屋根で桜島への視線を遮らないように工夫している。）
■外部と内部空間の連続性の演出
（のぞみの場2の朝日通りに対して建物をセットバックし多目的広場を設けることで、イベントや日常での賑わいがま
ちに開かれる計画としている。中央のパッサージュ広場を多目的広場に隣接して設けつつ、大きなスロープで2Fのデッ
キ空間と緩やかにつなぐことで、外部と内部空間に連続性をもたせている。)

提案書P１
中段右透視図

及び
❸テキスト

適

景観への配慮事項適合チェックリスト（対象事業：スポーツ・コンベンションセンター整備事業）

項目 景観形成の配慮事項
事業者ご自身でご記入いただく欄 適

・
不適
等

(1)
高
さ

(2)

の
ぞ
み
の
場
か
ら
の
見
通
し
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チェック内容　　（各欄ごとにいずれか一つの□が■とならなければ「適合」となりません） 根拠資料

景観への配慮事項適合チェックリスト（対象事業：スポーツ・コンベンションセンター整備事業）

項目 景観形成の配慮事項
事業者ご自身でご記入いただく欄 適

・
不適
等

①

・水際線のプロムナードにおいては、界隈性・賑わい性を演出する
ため、比較的狭あいで曲線的なものを基本とし、立ち止まって錦江
湾・桜島への眺めや活きた港の活動を感じられる場所（たたずみの
場□１～５）及び鹿児島旧港施設の歴史的建造物等をつなぐ回遊
性を確保する。

■水際線のプロムナードやたたずみの場□１～５及び鹿児島旧港施設の歴史的な建造物等をつなぐ回遊動線
　 に関連する範囲ではないため，当該配慮事項は対象外
□回遊性の確保
　（　　　　　　）

対象外

②

・マイアミ通り、朝日通り、みなと大通りから、ウォーターフロントパー
クや水際線のプロムナードをつなぐ回遊動線（めぐりの路）の連続
性に配慮する。

・また、立ち止まって錦江湾・桜島への眺めとともに、本港区エリア
のまちなみや海への開放感、港の活動や市街地における活動を感
じられる場所（たたずみの場□６～11）においては、ウォーカブルな
空間や居心地の良い滞留空間を創出するとともに、オープンスペー
スを確保する。

・なお、マイアミ通りからウォーターフロントパークに至るドルフィン
ポート跡地内の回遊動線は、著しく回遊性を損なうことのないように
配慮する。

■回遊動線の連続性
　（周辺敷地のめぐりの路と、2Fの桜島テラスと多目的広場、パッサージュ広場を大階段やスロープによりつなぐことで、敷地全
体が「立体的な公園」のように回遊できる場となり、エリア全体の回遊動線の連続性を担保する計画。）
■たたずみの場□６～１１において，ウォーカブルな空間，居心地の良い滞留空間を創出し，オープンスペースの確保
　（桜島テラスや多目的広場等、桜島や錦江湾を望むことができるオープンスペースを確保している。）
■マイアミ通りからウォーターフロントパークに至るＤＰ跡地内の回遊性の確保
　（マイアミ通りを抜けた先にパッサージュ広場を設け、広場を介してウォーターフロントパークへと連続するまちの居場所として
計画。）
□その他（　　　　　　）

提案書P１
❶

適

③

・ウォーターフロントパーク及び水際線のプロムナードの回遊性を確
保するため、ウォーターフロントパーク内に計画する建築物等は配
置・形状や空地の確保に配慮する。

・また、単調な回遊動線とならないように、ランドスケープの工夫を
行う。

□ウォーターフロントパーク及び水際線のプロムナードに面しておらず，当該配慮事項は対象外
□ウォーターフロントパーク内の建築物等における配置・形状や空地の確保
　（具体的に，○○で配慮している。）※（　）内に具体例を記入すること。
■回遊動線上のランドスケープの工夫
　（桜島テラスとスロープと大階段により市街地・海側・各方面から接続を可能にし、桜島を望む回遊性の高いデッキ空間を形
成。施設内部の活動の様子を感じつつ、回遊できる計画。）
□その他（　　　　　　）

提案書P２
アイソメ透視図

及び
❺

■まちと繋がる
オープンコンコー

ス

適

オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー

ス
回
遊
性
の
確
保
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チェック内容　　（各欄ごとにいずれか一つの□が■とならなければ「適合」となりません） 根拠資料

景観への配慮事項適合チェックリスト（対象事業：スポーツ・コンベンションセンター整備事業）

項目 景観形成の配慮事項
事業者ご自身でご記入いただく欄 適

・
不適
等

(4)

水
際
空
間

①
②

・水際線のプロムナードとして、「鹿児島港発祥の地」の歴史を伝え
る赤灯台、歴史的石積み護岸、白灯台の保全・活用を図る。

・居心地が良く快適な水際空間をつくるため、水際線のプロムナー
ドに面する敷地の建築物等は、オープンスペース等を介し建築物内
外が一体となった開放的な空間を確保する。

■水際線のプロムナードに面しておらず，歴史的建造物の周辺でもないため，当該配慮事項は対象外。
□水際線のプロムナードとして，歴史的建造物の保全・活用
　（具体的に，○○で活用している。）※（　）内に具体例を記入すること。
□水際線のプロムナードに面する敷地等への開放的な空間を確保
　（具体的に，○○で開放的な空間を確保している。）※（　）内に具体例を記入すること。

対象外

①
・地区全体として、調和のとれた沿道景観を形成するために、沿道
建築物の壁面後退や、オープンスペース・セミパブリック空間の充
実などにより、賑わいを創出する。

■壁面後退やオープンスペース・セミパブリック空間の充実
　（まちと海に開かれた外部の多目的広場や中央のパッサージュ広場をフレキシブルに活用することで、日常利用、スポーツ、コ
ンサート、コンベンションに機能転換可能な、高稼働でマルチユースな計画としている。）
□その他（　　　　　　）

提案書P２
下段左

■高稼働、マル
チユースのフラッ

トプラン

適

②

・マイアミ通りからの回遊動線では、活気あるまちなみをつくるため
に、本港区エリア入口と、歩行空間の連続性を意識し、エリア内の
建築物の低層部の機能や形態、外構の工夫を行うとともに、橋・
デッキ等の活用により動線上の眺望に変化を与える。

□マイアミ通りからの回遊動線周辺ではないため，当該配慮事項は対象外
■マイアミ通りからの回遊動線では，エリア内の建築物の低層部の機能や形態，外構の工夫，動線上の
　眺望の変化
　（マイアミ通りを抜けた先にパッサージュ広場を設け、ウォーターフロントパークへと連続的につながる、まちの延長としての場
を計画。スロープと大階段により市街地・海側・各方面から接続を可能にし、桜島を望む回遊性の高いデッキ空間を形成してい
る。）

提案書P１
❶

及び
添付資料２

アイソメ透視図

適

③
・建築物の壁面や屋上の緑化に努め、敷地内に緑地スペースを設
ける。

■建築物の壁面や屋上緑化，敷地内に緑地スペースを設置
（多目的広場（緑地）を計画している。）

□その他（　　　　　　）

提案書P２
アイソメ透視図

適

(5)

ま
ち
な
み
形
成
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チェック内容　　（各欄ごとにいずれか一つの□が■とならなければ「適合」となりません） 根拠資料

景観への配慮事項適合チェックリスト（対象事業：スポーツ・コンベンションセンター整備事業）

項目 景観形成の配慮事項
事業者ご自身でご記入いただく欄 適

・
不適
等

(6)

建
築
物
等
の
フ
ァ
サ
ー

ド

①
②

・建築物等のファサードについては、単調なデザインとならないよう
分節化などによりメリハリのある壁面とし、さらに低層部のオープン
スペース化により圧迫感の軽減に努めるなど、回遊動線（めぐりの
路）からのまちなみ景観に配慮する。

・また、動線については単調とならない様、ランドスケープの工夫を
行う。
・公衆トイレ等は、周囲の景観と調和のとれたものとする。

■回遊動線からのまちなみ景観への配慮
　（１階部分をオープンスペース化することで、圧迫感を軽減させる計画としている。）
■動線について，ランドスケープの工夫
　（四方のどこからでもアプローチ可能な桜島テラスを計画している。）
□公衆トイレ等の周辺景観との調和
　　（具体的に，○○を工夫している。）※（　）内に具体例を記入すること。
■その他（　　　　　　）
　（屋根高さを抑えることで、近隣建物から桜島への眺望確保にも配慮。）

提案書P１
上段透視図

及び
添付資料２

アイソメ透視図
及び

❷みんなの原風
景である桜島へ
の眺望を守りま

す
テキスト

適

(7)
・色彩は、統一性や周辺との調和に配慮しつつ、個性を演出できる
よう工夫する。

■色彩における工夫
　（桜島の雄大な景観との調和を考え、色数を絞って低彩度を組み合わせる計画とする。）

提案書P１
上段・中段

透視図

適

(8)

屋
外
広
告
物

①
②

・本港区エリア内には屋外広告・貼紙等を、原則として設置しないも
のとする。

・店舗名などの自家用広告物については、景観形成に留意し色彩
を抑え落ち着いた色使いとするなど、質の高いデザインとする。

□屋外広告・貼り紙等は設置しない。
■自家用広告物における質の高いデザイン
　（鹿児島市屋外広告物条例等を踏まえた計画とする。）

適

色
彩

4 

資料３



チェック内容　　（各欄ごとにいずれか一つの□が■とならなければ「適合」となりません） 根拠資料

景観への配慮事項適合チェックリスト（対象事業：スポーツ・コンベンションセンター整備事業）

項目 景観形成の配慮事項
事業者ご自身でご記入いただく欄 適

・
不適
等

(9)

・城山の斜面緑地や、市街地側の建築物などからの見下ろし景観、
海上からの眺望を意識して、屋根や屋上をデザインするとともに屋
上の緑化に努める。

・また、屋上などに設置される太陽光パネルは、反射光に留意する
ように努める。

■屋根や屋上のデザイン，及び屋上の緑化
　（桜島の雄大な景観との調和を考え、山の稜線と呼応する屋根架構としている。）
■太陽光パネルの反射光への留意
　（近隣施設に対して太陽光の反射に配慮する。）
□その他（　　　　　　）

提案書P１
上段・中段

透視図

適

(10)
・駐車場・駐輪施設の設置にあたっては、樹木や花壇などによる
バッファゾーンの設置等、ランドスケープを工夫することにより、歩い
て楽しめる様な空間となるよう努める。

□駐車場や駐輪施設は設置しないため，当該配慮事項は対象外
■バッファゾーンの設置等，ランドスケープの工夫
　（駐車場に近接して多目的広場を設置し、歩いて楽しめる様な空間となるよう配慮している。）

提案書P２
アイソメ透視図

適

(11)

夜
間
景
観

①
②

・本港区エリア内の夜間景観を演出するため、照明の工夫に努める
とともに、夜間の賑わいの演出に配慮する。

・鹿児島旧港施設の歴史的建造物等を活用し、落ち着きのある魅
力的な夜間景観となるよう演出を工夫する。
　また、自家用広告物であっても、派手なネオンサインは設置しない
ものとする。

■エリア内の夜間景観を演出するため，照明を工夫し，夜間の賑わいを配慮
　（昼夜とも本港のシンボルとなるような照明計画。）
□歴史的建造物等を活用し，落ち着きのある魅力的な夜間景観の演出
　（具体的に，○○を工夫している。）※（　）内に具体例を記入すること。
□自家用広告物のネオンサイン
　（具体的に，○○を工夫している。）※（　）内に具体例を記入すること。
□その他（　　　　　　）

提案書P１
夕景

透視図

適

屋
根
・
屋
上

駐
車
場

駐
輪
施
設
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チェック内容　　（各欄ごとにいずれか一つの□が■とならなければ「適合」となりません） 根拠資料

景観への配慮事項適合チェックリスト（対象事業：スポーツ・コンベンションセンター整備事業）

項目 景観形成の配慮事項
事業者ご自身でご記入いただく欄 適

・
不適
等

(12)

道
路
及
び
緑
地
・
緑
化

①
②
③
④
⑤
⑥

・歩行者や、利用者の安全性と快適性を高めつつ、その周辺のまち
なみの特性に配慮した良好な景観の形成を図る。

・歩行空間には、周辺の景観や歩きやすさに配慮した素材を使用
する。

・ガードレール・交通標識（法令に基づくものは除く）・信号・街路灯
は、歴史・文化性を採り入れ、周囲の景観に配慮するとともに、個
性ある景観づくりに寄与する様なデザインとするよう努める。

・標識類は、形状や色彩が周囲の景観を損なわないことを基本とす
る。

・緑地・ポケットパーク等のオープンスペースを設けることにより、快
適性と開放感を確保する。
　街路樹は緑陰を形成し、かつ地域特性やメンテナンスを考慮し
て、火山灰に強く、耐潮性のある樹種を基本とする。

■周辺のまちなみの特性に配慮
　（建物高さを抑制し、周囲への圧迫感を軽減している。）
■歩行空間の景観や歩きやすさに配慮した素材
　（火山灰ブロックを活用し、景観に馴染む色彩で計画している。）
□ガードレール・街路灯等のデザイン
　（具体的に，○○を工夫して，景観に配慮している。）※（　）内に具体例を記入すること。
□標識類の形状や色彩
　（具体的に，○○を工夫して，景観に配慮している。）※（　）内に具体例を記入すること。
■オープンスペースを設置し，快適性と開放感を確保
（中央のパッサージュ広場は、ガラスの開閉により用途に応じた使い分けが可能な設えとし、日常的にはマイアミ通り
からウォーターフロントパークへの通り抜けができる計画。天窓から自然光が差し込む明るく快適な滞留空間として賑
わいを生み出す場を計画。）
□街路樹は火山灰に強く，耐潮性のある樹種を基本
　（具体的に，○○の樹種を使用して，地域特性に配慮している。）※（　）内に具体例を記入すること。

提案書P１
透視図

適

(13)
・オープンスペースはまちの賑わいを創出するために、イベントを行
う空間として積極的な活用を行う。

■オープンスペースのイベント空間としての活用
　（鹿児島マラソンやかごしま春祭大ハンヤなどの際敷地全体でイベントを開催できるよう多目的広場やパッサージュ広場など
のオープンスペースを設けて、配慮している。大階段は日常の滞留空間に加え、花火大会など海辺のイベント時には観客席とし
ても機能し、ウォーターフロントパークと連続する多目的な広場を計画。）
□その他（　　　　　　）

提案書P２
❹

アイソメ透視図

適

イ
ベ
ン
ト
時
の
緩
和

(14)
そ
の
他

①
②
③

・多様な利用者が利用しやすいように、スロープの設置や立体動線
の明確化、点字ブロックの設置や音による案内、自動ドアの設置や
案内板の多言語化、ピクトグラム化を行うなどユニバーサルデザイ
ンに配慮する。

・各所で、子どもをはじめ多世代が楽しめる様な場の創出に努め
る。

・本港区エリア内の設置物（自動販売機など）については、まちなみ
の美観を損ねないように配慮する。

■ユニバーサルデザインへの配慮
　（建物全体にスロープを巡らせ、地面に連続した回遊性をもたせることで、施設そのものを「立体的な公園」のように計画しま
す。車椅子利用者や子どもから高齢者まで、皆に優しく、誰もが自然に回遊できる空間として計画。）

■多世代が楽しめる様な場の創出
（多目的広場、パッサージュ広場、桜島テラスなど多世代・多様な人が楽しめる場を創る。）
■設置物について，まちなみの美観を損ねない配慮
（まちなみの美観を損ねるものは配置しない。）
□その他（　　　　　　）

提案書P２
❹

■どんな人にも
開かれたインク
ルーシブパーク

適
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